
3月は各種印刷物の作成と校正作業に追われる日々でした。本号でも紹介していますが、3月末に発刊しました各種刊

行物も是非お手に取っていただけると幸いです。また、「新ひだかでのミュージアム・トーク」、「昆虫のアポイカレッジ」や

「生活館でのアイヌの講演」と講演会も盛りだくさんの年度末でした。自身の成果発表や専門外の知識を学ぶ上でも非常

に有意義でした。今年度も講演・企画展・紀要などを通じて成果発表を実施していきたいと思っています！

令和7年度の様似郷土館の来館者数は903名でした。昨年度は806名であったため、年々来場者が右肩上がりで増

加中で、過去46年では最多来場者数で歴代4位となっています。過去の来館者数をまとめてみると昭和42年の開館当

初は1434名と最多でした。その後、来場者は徐々に減っていきましたが、近年は町外の来館者

を中心に増加傾向にあり、町内利用も昨年度よりも100名以上増加しました。今年度

は目指せ1000名で頑張っていきたいと思いますので、ぜひ様似郷土館にお越しくだ

さい。春～秋には昆虫などの生体展示もしておりますので～！
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 展示解説、団体見学、郷土館資料の体験会等も実施してお

りますので、希望者は様似郷土館へお問い合わせください。

昆虫紹介
「ヤマトシリアゲ」

【日 時】 ３月2５日（水） １８：３０～２０：００ 【参加者】 24名

【場 所】 様似町中央公民館 小ホール

【講 師】 中岡佳祐（北大昆虫研究会） 意外と知らない“鳴く虫”のはなし

林成一朗（北大昆虫研究会） 風穴に住む虫たち

榎本尊（様似郷土館 学芸員） 様似の希少昆虫について

【内 容】 中岡氏からは鳴く虫の定義や音を出すメカニズム、コオロギやキリギリスなどの鳴き声

の聞き比べを実施しました。林氏からは研究成果の風穴周辺での昆虫の多様性や特異性につい

てお話があり、榎本からは様似町で発見した希少な昆虫類１１種を紹介しました。

アポイカレッジ「北海道の昆虫」～若手3名による昆虫の話～」
【事業報告】
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シリアゲムシはサソリの様に曲

がったお尻を持った昆虫ですが、

毒針はありません。様似町では

観音山、様似ダムで発見されて

います。道内では道南、標茶、様

似でしか発見されていません。

道内で左写真の様な2本の黒

い帯が翅にあるシリアゲムシを

見かけたらぜひ様似郷土館に

お知らせください！情報収集中です♪



【論 文】 様似町西町ランプロファイアーの黒雲母 〈島田 哲也・井上 隆・新井田 清信〉

【調査報告】 アポイドリームプロジェクトと2024年度～2025年度の実施報告

〈田村 裕之・高橋 美鈴〉

【調査報告】 様似町アポイ岳とその周辺の蝶類(第2報) 〈渡辺 康之・河野 潤・永盛 俊行〉

【論 文】 様似町におけるカマキリ3種の記録 〈榎本 尊〉

【年 報】 様似郷土館、アポイ岳ジオパークビジターセンター

6号目となる様似郷土館紀要が発刊されました。本号では地質、植物保全の取り組み、昆

虫の研究成果などが掲載されています。PDF版は後日様似町HPで公開予定です。刊行物

については様似郷土館、アポイ岳ジオパークビジターセンター、町立様似図書館に配架し、

道内の主要な博物館や国立国会図書館等にも送付予定です。

様似郷土館紀要6号の発刊について
【報告】

様似郷土館のパンフレットデザインをリニューアルします！旧パンフレットから写真や掲載内容を一新しました。旧

パンフでは現在の展示室とは異なる古い写真も掲載されていたため、今回の更新で郷土館の現状を正しく反映して

おります。パンフレットの印刷は今年度実施予定です。デザインは日高町にあるデザイン会社「BUGS-DESIGN」に

依頼し、スタイリッシュなパンフレットに仕上げていただきました。完成版をお楽しみに！

様似郷土館パンフレットの新デザインについて
【報告】

【日 時】 ３月2０日（金・祝） １３：４５～１７：３０ 3月21日（土） ９：４５～１２：００

【場 所】 新ひだか町博物館

【講 師】 外部講師2名、日高管内の学芸員10名

【参加者】 1日目 30名 2日目 25名

【内 容】 2日間にわたる講演会では歴史から自然まで幅広い講演を聞くことが出来ました。様似町からは加藤学芸員が

ジオパークでの取り組みについて、榎本学芸員からは昆虫の調査結果についての講演を実施しました。

R7日高学芸員部会研修会 兼 ミュージアム・トーク
【事業報告】

蝦夷三官寺パンフレットの第3巻を発刊しました。第1巻は伊達市、様

似町、厚岸町の各寺院を紹介し、第2巻では各町の文化財を紹介し、第

3巻では産業と観光にスポットライトを当てました。様似郷土館、図書館、

ビジターセンターにて配架しておりますので、ぜひ手に取ってみてくださ

い！第4巻は自然編で作成中で今年度発刊予定です。

蝦夷三官寺パンフレット第3巻の刊行
【報告】

【タイトル】 「道外に暮らすアイヌ民族」

【日 時】 ３月２７日（金） １９：００～２０：30

【場 所】 東様似生活館

【講 師】 宇佐照代氏（アイヌ・ルトㇺテ代表、アイヌ料理店ハルコㇿ店主）

【内 容】 東京で暮らすアイヌの宇佐さんの活躍や番組映像を視聴後、ムックリやトンコリの演奏を聴きました。

様似町生活館活動推進事業 講演会
【参加報告】
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